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有
生
氏

古
河
電
工
産
業
電
線

　
　
　
　
　
　
新
製
品
の
拡
販
・
創
出
に
注
力

顧
客
第
一
で
品
質
・
サ

ビ
ス
に
磨
き

略　歴

　
日
本
電
線
工
業
会
の
専

務
理
事
か
ら
古
河
電
工
産

業
電
線
に
転
じ

こ
の
６

月
に
社
長
に
就
い
た


﹁
顧
客
を
第
一
に
考
え


今
後
も
品
質

や
サ

ビ
ス

を
さ
ら
に
磨

き
な
が
ら
製
品
を
使
い
続

け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す

る
﹂
と
抱
負


　
古
河
電
工
入
社
以
来


新
製
品
開
発
に
携
わ
る
機

会
が
多
く

光
通
信
の
黎

明
期
に
は
光
フ

イ
バ
の

研
究
に
没
頭

収
益
の
け

ん
引
役
と
な

た
半
導
体

レ

ザ
の
開
発
に
も
力
を

入
れ
た

さ
ら
に
次
世
代

材
料
の
高
温
超
電
導
線
材

を
手
掛
け
る
米
ス

パ


パ
ワ

社
で
は
社
長
を
務

め
た


　
開
発
へ
の
思
い
入
れ
は

強
く﹁
振
り
返

た
際
に


こ
れ
に
尽
力
し
た
と
い
え

る
も
の
を
残
し
た
い
﹂
と

前
を
見
据
え
る

現
有
の

新
製
品
を
着
実
に
育
て
つ

つ

新
た
な
取
り
組
み
も

進
め
る
考
え
だ


　
さ
ら
に
今
後
は
﹁
全
社

一
枚
岩
と
な
り
一
層
安
全

で
安
心
し
て
働
け
る
環
境

づ
く
り
と

人
づ
く
り
を

進
め
た
い
﹂
と
笑
顔

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
環
境
変
化
で
ス
ト
レ
ス

が
か
か
る
中
で
も

チ


ム
ワ

ク
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
強
め
る
よ
う
各
工
場

を
訪
れ
積
極
的
に
呼
び
か

け
て
い
る


　
古
河
電
工
産
業
電
線
は

建
設
用
電
線
を
中
心
と
す

る
汎
用
線
と

ゴ
ム
被
覆

電
線
な
ど
多
彩
な
製
品
群

を
有
す
る
機
能
線
の
二
本

柱
で
事
業
を
展
開

汎
用

線
事
業
は
少
子
高
齢
化
な

ど
で
市
場
の
成
熟
化
が
見

込
ま
れ
る
状
況
と
な

て

い
る

今
後
は
古
河
電
工

と
昭
和
電
線
ホ

ル
デ


ン
グ
ス
が
合
弁
す
る
建
設

用
電
線
販
社
の
Ｓ
Ｆ
Ｃ
Ｃ

を

品
質
や
納
期
対
応
な

ど
製
造
面
で
サ
ポ

ト
す

る
方
針


　
機
能
線
事
業
は
新
エ
ネ

ル
ギ

関
連
プ
ロ
ジ

ク

ト
や
大
型
機
械
向
け
な

ど

設
計
か
ら
使
用
ま
で

の
期
間
が
長
い
製
品
も
多

い

今
後
５
年
程
度
は
こ

れ
ま
で
の
投
資
が
回
収
で

き
る
環
境
が
続
く
と
見
通

し
て
い
る


　
仕
事
に
臨
む
際
は
ロ
ジ


ク
・
パ

シ

ン
・
フ


ア
の
３
点
を
重
視


﹁
提
案
の
論
理
性
と

や

り
遂
げ
た
い
と
い
う
担
当

者
の
熱
意
を
大
切
に
し

て

公
正
・
中
立
な
判
断

を
下
す
よ
う
心
が
け
て
い

る
﹂
と
話
す

サ
イ
ク
リ

ン
グ
部
出
身
で
大
学
時
代

は
全
国
を
走
破
し
た
こ
と

も

　
　
︵
古
瀬
　
唯
︶

　
白
坂
　
有
生
氏
︵
し
ら
さ
か
・
ゆ
う
せ

い
︶
１
９
８
０
年
︵
昭

︶
大
阪
大
基
礎

工
卒

古
河
電
工
入
社


年
光
半
導
体

部
第
二
課
長


年
人
事
部
人
材
育
成
課

長


年
半
導
体
デ
バ
イ
ス
開
発
部
長



年
執
行
役
員


年
監
査
役


年
日

本
電
線
工
業
会
専
務
理
事
な
ど
を
経
て



年
６
月
か
ら
現
職

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